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西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．１４            令和３年３月３日発行  
 

 

 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞ 
 

家庭教育学級に携わっていただいた皆様へ 
園長先生、教頭先生、家庭教育学級担当者・保護者会役員の皆様。今年度は、本当にお疲 

れ様でした。昨年度末から、休園・休校状態が続き、卒業式や入学式の延期や人数制限に追 

い込まれました。また、不要不急の外出が禁じられ、今まで当たり前のように人と出会い、集まっ 

て話をすることができなくなってしまいました。いつもなら、市町で行われる家庭教育学級の担当者の会や家

庭教育リーダー研修会で、皆様方とお会いして、１年間の家庭教育学級をどのように進めていくのか一緒に

考える会議を開催していましたが、すべて中止となり、私は、大変な危機感を覚えました。 

「このままでは、家庭教育学級がなくなってしまうかもしれない。」 
聞こえてくるのは、「今まで計画していたことができない。」「コロナでは、人が集まることはで

きない。」「これでは家庭教育学級を行うことはできない。」という皆様の悲痛な声でした。 

今年は、「在宅取組」中心で行うしかないと方針を決め、４月末にホームステイで親子一緒に過ごす時間を

有意義に使っていただこうと、「西濃『在宅取組』キャンペーン『子どもと一緒に何しよう？！』」を打ち

出し、５月末に「実践カード」を送付させていただきました。並行して、西濃県事務所のHPに「おうちで家

庭教育」「在宅取組簡単パック」を掲載し、８月中旬までに６つのプレゼンをアップしました。６月中～７月下

旬までは、各地の教頭会・園長会で、西濃のHPを紹介させていただきました。 

コロナ禍であっても家庭教育学級は行うことができることを知っていただきたいという思
いからでした。 

そして、保護者の皆様も同じ思いで動いてみえました。 

今まで行っていた在宅取組型の家庭教育学級の内容をステイホーム中の取組にしたり、今まで行っていた

内容を変えて回数を増やしたりする在宅取組型の家庭教育学級が開催されました。 

感染者が少なくなった時期に、万全のコロナ感染症対策をして「体験活動参加型」「講演会型」「子育て

サロン型」の家庭教育学級が開催されました。 

さらに、スマホで動画編集・配信したり、双方向通信サービスを利用したりする

も開催されました。皆様にとって初めての経験であり、独学でそうしたオンラインの開催までたどり着かれ

たとお聞きし、その熱意に感動し、私の方が力をいただきました。 

西濃各地において、こうした家庭教育学級が行われたのは、ひとえに皆様方のご尽力のたまものです。そ

して、この厳しい状況下で保護者の皆様が懸命に子育てに向かい、子どもたちは健やかに育っていることを

実感しています。 

今年度、家庭教育学級に携わっていただいた皆様の「コロナに負けない」という熱意と創意工夫

が、「持続可能な家庭教育学級をめざして～コロナに負けない家庭教育～」という
令和３年度の目標を掲げる支えとなりました。 

来年度も、引き続き、岐阜県の家庭教育の 

さらなる充実を願い、微力ながら取り組んで 

まいります。本当にありがとうございました。 

心よりお礼申し上げます。これからもどうぞ 

よろしくお願いします。 

 

バックナンバーはこちら ⇒ 
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家庭教育学級応援HP 

計画の参考にしてください。 
プレゼンや文書のダウンロードは    西濃県事務所    ⇒家庭教育 

 
 

 

  

事例紹介 

「子どもと一緒に何しよ

う？！」キャンペーン 

在宅取組実践カード 

在宅取組簡単パック 

家庭で子どもと一緒に

使える取組あれこれ 
プレゼンのQRコード付き 

在宅取組案内文 

子育てについて学べ

る解説付きプレゼン集 

現在６種類 

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
家
庭
教
育

学
級
の
事
例
が
い
っ
ぱ
い
！ ３ステップで簡単に在

宅取組ができます！ 
西濃家庭教育応援通信 

現在幼小中別３種類

すぐに使えます！ 

検索 

西濃の家庭教

育学級の事例

が７年分！ 

何に取り組むか困っ

たときはこちら！ 

学校名・園名を変えて

出すだけ！ 
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7836.jpg 

今年度は書面開催でした。来年度、コロナ対策をして会場開催を予定しています。 

リーダー研修会の参加について 

引継ぎをお願いします。 
【令和３年度 西濃地区家庭教育リーダー研修会】 

～参加申し込み用紙は、３月末に園・学校に送付します～ 

※参加人数を半分にするため、西濃地区を２つのグループに分け、時間短縮で行います。 

 

Aグループ（大垣市・養老町・関ケ原町・神戸町・池田町） 

Bグループ（海津市・垂井町・輪之内町・安八町・揖斐川町・大野町） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 在宅に取り組んでいただいた中学校・幼・保園が増えました。 

 調査に協力していただける園が増えました。 

 今まで在宅取組型を行っていた学校が今年度すべての家庭教育学級を中止したため、小学校の在宅

実施は減りました。 

  

＜令和３年５月１３日（木）＞ 
幼保の部A  ９：３０～１１：１５ 

小中の部A １３：３０～１５：０５ 

場  所  ： 谷汲サンサンホール（全体会） 

        谷汲文化会館（分科会） 

実施内容 ： 方針説明 実践発表 分科会 

＜令和３年５月２０日（木）＞ 
幼保の部B  ９：３０～１１：０５ 

小中の部B １３：３０～１５：１５ 

場  所  ： 谷汲サンサンホール（全体会） 

        谷汲文化会館（分科会） 

実施内容 ： 方針説明 実践発表 分科会 

会場開催については、４月に 

最終決定をします。 

幼保部会では、２０日のみ託児を行います。 

１３日のグループで託児希望の保護者がみえる園は、申し訳ありませんが、２０日に移動して

いただきます。（移動手続きは、託児希望を確認後、こちらで行います。） 

 

令和２年度家庭教育学級実施ならびに「話そう！語ろう！わが家の約束」運動への取組状況調査（速報値） 

コロナ禍でも実施可能な「在宅取組型」１００％をめざしましょう。 

R1
在宅取組型
を実施

学校・園数
定義通りの
運動を実施

類似の運動
を実施

実施してい
ない

小学校 94.7% 75 41 55 3
中学校 73.3% 30 12 16 7
幼保 57.8% 70 20 33 23

R2
在宅取組型
を実施

学校・園数
定義通りの
運動を実施

類似の運動
を実施

実施してい
ない

小学校 92.0% 75 45 56 6
中学校 83.3% 30 11 20 5
幼保 86.5% 74 39 46 10

R1→R2
在宅取組型
を実施

学校・園数
定義通りの
運動を実施

類似の運動
を実施

実施してい
ない

小学校 -2.7% 0 4 1 3
中学校 10.0% 0 -1 4 -2
幼保 28.7% 4 19 13 -13
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西濃地区社会教育職員連絡会議 第３回 家庭教育担当者会 

                              令和３年２月１５日(月) 西濃総合庁舎 ５Ｆ 第１会議室 

 

西濃地区では、１１市町の家庭教育担当者が年３回の会議を通して、市町主催や園・学校で行

われる家庭教育学級の充実について話し合っています。今年度は、コロナ禍のため、計画通り家

庭教育学級を進めることができませんでした。しかし、コロナ禍だからこそ、生まれた新しい家

庭教育学級の在り方もみえてきました。来年度は、「持続可能な家庭教育学級・コロナに負けない

家庭教育学級」を実現していくことを共通理解しました。 

 

【令和３年度コロナ禍での家庭教育学級について】 

令和２年度は、当初計画されていた家庭教育学級は中止せざるを得ないことが多かったが、次のような

前向きな取組が生まれた。 

〈在宅取組型の充実〉 

・ 当初から在宅取組型中心として進めたため、４、５月の休園・休校時期からステ

イホームでの取組が行われた。親子での体験・製作活動を多く取り入れられる

ことで、親子のふれあいが増え、親子の時間の大切を感じることができた。 

・ 今までの在宅での取組に工夫を加えたり、取組学年や取組回数を増したりした

ため、家庭教育学級に参加する親子の数が増えた。 

〈イベント参加型から家庭実行型へ〉 

・ 学校・園行事参加型、体験活動参加型、講演会型など、イベント型の家庭教育学級中心で、今まで

在宅取組型を行っていなかった園や学校が、「『話そう！語ろう！わが家の約束』運動」を行うよう

になった。 

・ 家庭教育担当者が市町の担当者に情報を求める前向きの姿があった。他の市町の実践事例や

先進事例を掲載した通信が生かされた。 

〈新しい家庭教育学級〉 

・ 動画配信や双方向通信サービスを利用したオンライン家庭教育学級が生まれた。今まで参加で

きなかった人も参加できるようになった。また、オンラインなので、親同士が適度な距離を保つメリ

ットがある。 

・ 子どもだけの学校行事・体験を行い、その内容を伝えて在宅取組型を行ったり、作品キットや材料

を配布し、親子で作ったりする在宅取組型が生まれた。また、作品の製作の仕方、調理の方法を動

画配信やプリントなどで分かりやすく伝えることができた。（ハイブリッドな在宅取組型） 

・ 回数を増やして一度に集まる人数を減らす、広い会場へ変更するなど、コロナ感染症対策をして

集合型の家庭教育学級を開催できた。 

〈令和３年度家庭教育学級の充実にむけて〉 

「持続可能な家庭教育をめざして～コロナに負けない家庭教育～」 

・ 家庭教育学級の計画段階から、コロナ禍での実施可能な家庭教育学級を計画に入れるように、

情報を提供し、働きかける。 

・ 西濃応援通信を西濃全小・中学校、幼稚園・保育園・こども園（私立幼稚園・保育園・こども園を

含む。）に配布する。 

・ 幼稚園・保育園・こども園を担当している課の担当者にも西濃応援通信を配布する。 

・ 令和３年度家庭教育学級年間計画の提出時にコロナ禍でも開催可能かどうかチェックし、園・学

校に再検討・再提出をお願いする。 
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相 談 に の っ て い た だ け る そ う で す 。 

来 年 度 の オ ン ラ イ ン 家 庭 教 育 学 級 に ど う で し ょ う ？ 

 


